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研究成果の概要（和文）：本研究では、小学校外国語活動における児童の聴覚能力と動機付け・情意要因に関する縦断
的調査（2年間）を行い、児童の変化の傾向を捉えた。2012年～2013年度の調査では、2012年7月と2013年2月に測定し
た結果、5年生・6年生共に聴覚能力・情意面が上昇し、2012年～2014年度にかけて(2012年7月・2013年2月・7月・2014
年2月）の調査においては聴覚能力は上昇、情意要因は維持した。

研究成果の概要（英文）：The study describes a longitudinal study of elementary school students' listening 
abilities, motivation, and affective factors. The study was conducted from 2012 to 2014 to see students' c
hanges. As a result, students' listening abilities, motivation and affect in language learning increased a
nd/or maintained throughout the course. 
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１．研究開始当初の背景 
文部科学省が外国語活動と目的とするの

は、「外国語を通して、言語や文化について
体験的に理解を深め、積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を図り、外
国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませ
ながら、コミュニケーション能力の素地を養
う」である。即ち、児童の外国語活動におい
て、動機づけに関わる情意要因である異文化
への関心を深め、積極的にコミュニケーショ
ンに参加できるようにすることが目的であ
るといえよう。しかし、現時点では、各都道
府県では本格導入に向けての教員研修や英
語ノートが配布されているものの、小学児童
における動機づけ、異文化への関心、コミュ
ニケーションへの積極性、CANDO、言語能力
（リスニング）が外国語教育を行うことで縦
断的にどのように発達・変化するのか、その
メカニズムを詳細に解明するような調査は
行われていない。しかし、児童の言語運用能
力（リスニング）について明らかにすること
や児童の言語能力と情意要因の関係につい
て調査を行っていくことは、今後の小学校外
国語活動を実施する上で、きわめて重要な情
報を提供するものとなろう。以上の知見から、
本研究では、児童の動機づけ、異文化への関
心、コミュニケーションへの積極性、またそ
れらに関わる情意要因と言語習得（リスニン
グ）に関する縦断的調査を行うことで、小学
児童への外国語教育に関する実証研究にと
って重要な情報の蓄積に貢献する。 
 
２．研究の目的 
本研究では、小学校外国語活動における動

機づけ、情意要因、言語運用能力（リスニン
グ）に関する研究を縦断的調査方法を用いて、
これまでに明らかになっていない児童の情
意と言語能力に関する長期的な変化の傾向
と特徴を明らかにする。小学校外国語活動の
場面において児童の情意面に焦点が置かれ
ているが、縦断的調査方法を用いた調査は数
少ない。縦断調査を介して児童の動機や情意
要因の変化に関する全体傾向と個人差傾向
を精緻な手法を用いて解明する事で、カリキ
ュラムの見直しや指導案の改善、教材作成な
ど多岐にわたって教育的貢献を成し遂げる
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 研究方法には、量的研究・質的研究の実証
研究アプローチを用いて、児童の変化と変化
のプロセスを捉える。量的研究には、質問紙
（自律性・有能性・関係性・内発的動機づけ・
外国への関心・CanDo・L2WTC・L2 Ideal 
Selves）・リスニングテストを実施（2012 年
7 月、2013 年 2 月、2013 年 7 月、2014 年 2
月）する。質的データ収集には、2012 年 4月
～2014年3月までの教室内での観察記録とビ
デオデータ、教師への面接を中心に分析を行
った。 

４．研究成果 
《調査結果 1》 
2012 年 7 月～2013 年 2 月にかけての質問紙
とリスニングテスト（英検ブロンズテストの
一部を援用した）を実施した。5 年生・6 年
生を総括した結果を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査結果から、2012 年 7 月と 2013 年 2 月を
比較すると、リスニングテストについては肯
定的な変化があり、ｔ検定（対応あり）では
統計的有意差も認めている。動機づけ、情意
要因についても、半年後の 2月には肯定的変
化があり、特に、有能感と CanDo に有意差を
認めた（西田 2014-研究成果報告書参照）。 
 
《調査結果 2》 
2012 年～2014 年にかけても調査結果 
2012 年～2014 年にかけて、縦断的調査（2

年間）を行った結果を示す。本児童において
は、5 年生時から 6 年生時にかけて調査を実
施し、合計34名の児童を調査対象者とした。
結果として、2012 年 7月（5年生時）と比較
して、2013 年 2 月、2013 年 7 月、2014 年 2
月とリスニングについては上昇する傾向に
あり、特に 2012 年 7月と比較すると、5年生
の後半（2月時点）、6年生の時点では反復測 

Variables Time M sd
Jul-12 2.88 1.00
Feb-13 3.10 1.01
Jul-12 3.05 0.87
Feb-13 3.44 0.81
Jul-12 3.85 0.81
Feb-13 4.09 0.69
Jul-12 3.76 1.07
Feb-13 3.85 1.02
Jul-12 3.61 0.96
Feb-13 3.72 0.87
Jul-12 3.48 0.96
Feb-13 3.76 0.75
Jul-12 3.32 1.09
Feb-13 3.54 0.92
Jul-12 3.42 1.00
Feb-13 3.45 0.84
Jul-12 11.78 1.83
Feb-13 13.34 1.67
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定分散分析の結果、統計的有意差を認めた。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012 年 7 月、2013 年 2月・7月、2014 年 2

月の 4度にわたり、心理的側面に関する質問
紙調査を実施している。自律性、有能性、関
係性、内発的動機づけ、外国への関心、CanDo、
L2WTC、L2IdealSelves を測定した結果、若干
低下する傾向にある情意要因（内発的動機づ
け、自律性）があるものの、その他の要因（関
係性、有能性、外国への関心、L2WTC）につ
いては、5年生の 2月（2013 年 2月）に上昇
傾向にあるが、その後、維持しているか、あ
るいは CanDo や L2Idealselves については維
持する傾向にあることが明らかになった。 
 更にクラスター分析を用いて個人差を分
析しいてるが、上位群・中位群（2群）・下位
群にクラスター化され、とりわけ、下位群に
おいてはリスニング力が 2012 年 7 月時では
低かったものの大きな変化を示した群が認
められた。上位群においては、言語面・心理
面の両側面において高い傾向を示すことが
明らかになり、約 6割の児童は中位群に属す
ることが明らかになった (Nishida, 2014 学
会発表―15参照)。 
 変化の傾向について教師の面接からリス
ニング能力に関しては次のことが明らかに
なった（一部抜粋）。 
 

2013 年 3 月（担任） 
「1 学期と 3 学期を比較するとリスニング能
力には変化があったと思いますね。児童たち
は英語できいて、英語で応えていましたしね、
最初は少し恥ずかしそうにしていましたが
リスニングに関しては大きな変化があった
と思います」 
 
2014 年 2 月（教室内支援員） 
「リスニングは目に見えてはわからないけ
れど、英語で返せなくても日本語で返事をし
ていたりとか、5 年生時には担任の先生が日
本語で説明したけれど、わかるやろって日本
語が減っていましたね」 
 
教師の面接から、児童の情意面については以
下のことが明らかになった（一部抜粋） 
2013 年 3月（担任） 
「英語ができてうれしいって思うようにな
ったんとちがうかな。ALT の先生はいつも褒
めていてくれたし。できるって気持ちが芽生
えたんとちがうかな」 
 
2013 年 3 月（担任） 
「全然違うと思いますよ。最初は全然教室内
でも話さへんかったけど。だんだんとクラス
で話せるようになって。最初はほんまに声出
せんかったけど、少しずつ、声がでるように
なったと思います」 
 
《総括》 
2 年間の縦断的調査結果から、リスニング

能力と情意要因に関して量的・質的調査結果
から本研究を通して以下を明らかにした。 
1) 縦断的調査結果から、小学児童の聴覚能

力は、肯定的変化を示す。 
2) 児童の情意側面は、プロジェクト型カリ

キュラムの援用（学期末のミニプロジェ
クト導入）において、維持する傾向にあ
る。 

3) 教師や教室内支援員の視点からみた小学
児童の聴覚能力と心理的側面は、肯定的
変化を示し、児童の言語運用能力と心理
面において児童に効果があることが示さ
れた。 

これまでに、経年データを用いた聴覚能力
や情意要因（自律性・有能性・関係性・内発
的動機づけ・CanDo・L2WTC・L2Ideal selves）
に関して行った調査報告は、国内では非常に
少なかったため、本調査は今後小学校外国語
活動を行っていく上で、貴重な情報となりう
る。今後は更に、全国規模での言語テストや
情意面に関する調査が必要となろう。小学校
外国語活動は開始しよりまだ数年しか経過
していないため、まだ過渡期にあり、文字指
導のあり方、開始年齢、教科化など、様々な
問題を残している。今後、小学校外国語活動
を推進していく上では、よりよい教育が行わ
れていくためにも、更なる実証研究の蓄積が
必要となる。本研究は今後の小学校外国語活

July 2012 (5th) February 2013 (5th) July 2013 (6th) February 2014 (6th)
自律性 3.04 3.24 2.87 2.76

有能性 3.21 3.49 3.32 3.23

関係性 3.92 4.10 3.98 3.89

内発的動機づけ 3.85 3.98 3.55 3.60
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外国への関心 3.41 3.63 3.54 3.51

CanDo 3.61 3.75 3.76 3.69
L2WTC 3.37 3.67 3.51 3.60
L2Ideal Selves 3.38 3.44 3.21 3.42
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動を推進する上での、一示唆を提示するもの
である。 
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